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有機農業を
浸透させるポイント

　

日
本
国
内
の
現
状
の
有
機
農
業
の

面
積
は
、
２
０
１
８
年
時
点
で
わ
ず

か
0
・
5
％
（
２
万
３
７
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
）
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取
得
し
て
い
る
農

地
は
0
・
2
％
に
限
ら
れ
る
。
目
標

の
25
％
の
達
成
に
は
、
現
状
の
面
積

の
40
倍
以
上
ま
で
拡
大
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。

　

有
機
農
業
を
浸
透
さ
せ
る
ポ
イ
ン

ト
は
、
抜
本
的
な
技
術
開
発
と
市
場

拡
大
の
両
面
か
ら
手
を
打
つ
こ
と

だ
。
有
機
農
業
で
は
通
常
の
栽
培
方

法
よ
り
手
間
が
か
か
る
こ
と
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
水

稲
の
有
機
栽
培
で
は
、
通
常
の
1
・

6
倍
の
時
間
が
か
か
る
と
い
う
デ
ー

タ
が
あ
る
。
現
状
の
ま
ま
で
目
標
を

達
成
し
よ
う
と
す
る
と
労
働
力
が
極

端
に
不
足
し
て
し
ま
う
た
め
、「
手

間
の
か
か
ら
な
い
」
有
機
農
業
の
技

術
確
立
が
不
可
欠
と
な
る
。

　

国
は
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
ス

マ
ー
ト
技
術
な
ど
に
よ
る
次
世
代
有

機
農
業
技
術
を
確
立
す
る
と
掲
げ
て

い
る
。

　

ま
た
、
市
場
の
拡
大
も
課
題
と
な

る
。
現
状
、
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
取

得
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、「
有
機
」

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
」
な
ど
の
表
示
は

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
環

境
に
優
し
い
農
業
を
行
っ
て
い
て
も

そ
の
価
値
が
伝
わ
り
づ
ら
い
。
手
間

を
か
け
て
栽
培
し
た
も
の
で
も
、
市

場
で
評
価
さ
れ
ず
、
通
常
と
同
じ
価

格
で
販
売
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
す

ら
あ
る
。
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
Ｉ
ｏ
Ｔ
）
の
普
及
に
よ
り
、
農
産

物
流
通
で
も
多
く
の
情
報
が
取
り
扱

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
中
で
、
ア
プ
リ

な
ど
を
利
用
し
て
よ
り
細
か
な
情
報

を
消
費
者
に
届
け
る
こ
と
が
市
場
拡

大
の
推
進
力
に
な
る
。

（
日
本
総
合
研
究
所

　
　

創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

 

前
田　

佳
栄
）

　

気
候
変
動
の
緩
和
に
向
け
た
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
や
生
物
多

様
性
の
保
全
な
ど
、
環
境
に
配
慮
し

た
農
業
の
実
現
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
中
で
も
、
世
界
的
に

注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
有
機
農
業

だ
。
２
０
２
０
年
5
月
に
発
表
さ
れ

た
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
のFarm

 to 

Fork

（
農
場
か
ら
食
卓
ま
で
）
戦
略

で
は
、
農
業
生
産
分
野
の
目
標
の
一

つ
と
し
て
、「
２
０
３
０
年
ま
で
に

農
地
の
25
％
を
有
機
農
地
に
転
換
」

と
い
う
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

有
機
農
業
が
盛
ん
と
い
わ
れ
る
Ｅ
Ｕ

で
あ
っ
て
も
、
有
機
農
業
の
割
合
は

２
０
１
７
年
時
点
で
平
均
7
％
（
１

２
６
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
と
さ
れ
て

お
り
、
意
欲
的
な
目
標
と
な
る
。

　

２
０
２
１
年
5
月
に
策
定
さ
れ
た

日
本
の
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
で
も
、
２
０
５
０
年
に
「
耕
地
面

積
に
占
め
る
有
機
農
業
の
取
組
面
積

を
25
％
、
１
０
０
万ha

（
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
に
拡
大
」
が
目
標
と
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
こ
で
い
う
、
有
機
農
業
と
は
、

有
機
農
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
18
年
法
律
第
１
１
２
号
）
で

定
義
さ
れ
た 

“
化
学
的
に
合
成
さ
れ

た
肥
料
及お
よ

び
農
薬
を
使
用
し
な
い
こ

と
並
び
に
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術
を

利
用
し
な
い
こ
と
を
基
本
と
し
て
、

農
業
生
産
に
由
来
す
る
環
境
へ
の
負

荷
を
で
き
る
限
り
低
減
し
た
農
業
生

産
の
方
法
を
用
い
て
行
わ
れ
る
農

業
”
を
指
す
。


